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意
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琉
球
人
遺
骨
の
返
還
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
質
問
主
意
書
に
お
い
て
、
以
下
「
琉
球
人
遺
骨
」
と
表
記
す
る
の
は
、
一
九
二
八
年
か
ら
一
九
二
九
年
に
か
け
て
京
都
帝

国
大
学
（
現
京
都
大
学
）
医
学
部
の
助
教
授
で
あ
っ
た
金
関
丈
夫
氏
が
、
沖
縄
県
内
各
地
の
墓
地
で
発
掘
調
査
を
し
た
際
に
持

ち
出
し
た
（
実
際
に
は
盗
掘
で
あ
る
）
遺
骨
の
こ
と
を
指
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
金
関
氏
が
沖
縄
県
今
帰
仁
村
に
あ
る
「
百
按
司
墓
」
（
「
む
む
じ
ゃ
な
ば
か
」
と
読
む
）
か
ら
持
ち
出

し
た
遺
骨
が
あ
る
。
金
関
氏
は
、
自
ら
の
著
書
『
琉
球
民
俗
誌
』
（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
八
年
）
に
そ
の
事
実
を
記
し

て
い
る
。

な
お
、
金
関
氏
は
、
百
按
司
墓
か
ら
持
ち
出
し
た
琉
球
人
遺
骨
を
「
人
骨
標
本
」
と
し
て
当
時
の
京
都
帝
国
大
学
に
二
十
六

体
（
男
性
十
五
体
、
女
性
十
一
体
）
、
台
北
帝
国
大
学
（
現
国
立
台
湾
大
学
）
に
三
十
三
体
（
男
性
十
九
体
、
女
性
十
四
体
）

を
寄
贈
し
て
い
る
。

二
〇
一
八
年
一
月
二
十
七
日
、
琉
球
大
学
で
開
催
さ
れ
た
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
・
沖
縄
（
琉
球
）
研
究
会
」
主
催
の
公
開
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
の
植
民
地
主
義
と
中
国
・
北
朝
鮮
脅
威
論
を
問
い
直
す
！
」
に
お
い
て
「
琉
球
人
・
ア
イ
ヌ
遺
骨
返
還
問

題
に
み
る
植
民
地
主
義
に
抗
議
す
る
声
明
文
」
が
発
表
さ
れ
た
。

一



右
声
明
文
の
中
で
、
金
関
氏
に
よ
る
百
按
司
墓
か
ら
の
琉
球
人
遺
骨
持
ち
出
し
は
、
〝
盗
掘
〞
と
断
定
さ
れ
、
「
そ
れ
は
研

究
倫
理
に
悖
る
の
み
な
ら
ず
、
琉
球
人
の
伝
統
的
な
信
仰
や
生
活
を
無
視
し
た
死
者
へ
の
冒
涜
で
あ
る
。
」
と
断
罪
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
声
明
文
は
、
二
〇
〇
七
年
九
月
十
三
日
に
採
択
さ
れ
た
「
『
先
住
民
族
の
権
利
に
関
す
る
国
際
連
合
宣
言
』
第

十
二
条
『
宗
教
的
伝
統
と
慣
習
の
権
利
、
遺
骨
の
返
還
』
で
も
先
住
民
族
が
遺
骨
返
還
の
権
利
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
明
記
し

て
い
る
。
」
こ
と
及
び
「
二
〇
〇
八
年
以
来
、
国
連
の
諸
会
議
に
お
い
て
琉
球
人
が
先
住
民
族
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
」
て
い
る

こ
と
等
に
照
ら
し
、
「
先
住
民
族
と
し
て
の
琉
球
人
の
遺
骨
が
盗
骨
さ
れ
、
そ
れ
が
現
在
で
も
京
都
大
学
に
保
管
さ
れ
て
い
る

と
い
う
国
際
法
上
の
問
題
で
も
あ
る
」
と
指
弾
す
る
。
そ
の
う
え
で
「
我
々
研
究
会
は
琉
球
人
・
ア
イ
ヌ
遺
骨
返
還
に
見
る
日

本
の
植
民
地
主
義
に
強
く
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
同
遺
骨
に
関
す
る
完
全
な
情
報
の
公
開
そ
し
て
遺
骨
返
還
、
再
埋
葬
を
要
求

す
る
」
と
結
ん
で
い
る
。

私
は
、
国
政
調
査
権
に
基
づ
き
、
二
〇
一
七
年
八
月
二
十
九
日
付
で
文
部
科
学
省
に
対
し
、
京
都
大
学
へ
の
琉
球
人
遺
骨
所

蔵
問
題
に
関
す
る
照
会
を
請
求
し
た
と
こ
ろ
、
同
年
九
月
十
五
日
付
で
同
省
高
等
教
育
局
高
等
教
育
企
画
課
及
び
研
究
振
興
局

学
術
機
関
課
を
介
し
て
、
京
都
大
学
か
ら
丁
寧
な
回
答
を
頂
戴
し
た
も
の
で
あ
る
。

右
回
答
を
踏
ま
え
、
沖
縄
で
大
き
な
関
心
事
と
な
っ
て
い
る
琉
球
人
遺
骨
返
還
問
題
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
質
し
た

二



い
。以

下
、
質
問
す
る
。

一

金
関
氏
に
よ
っ
て
百
按
司
墓
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
琉
球
人
遺
骨
が
、
京
都
大
学
総
合
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

政
府
が
把
握
し
た
の
は
い
つ
か
、
把
握
す
る
に
至
っ
た
経
緯
と
併
せ
て
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

政
府
は
、
金
関
氏
に
よ
っ
て
百
按
司
墓
か
ら
持
ち
出
さ
れ
、
現
在
ま
で
京
都
大
学
総
合
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
琉
球

人
遺
骨
に
つ
い
て
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
や
今
帰
仁
村
教
育
委
員
会
を
は
じ
め
、
多
く
の
関
係
者
や
研
究
者
ら
が
一
日
も
早

い
返
還
と
再
埋
葬
を
強
く
願
っ
て
い
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
か
。
右
琉
球
人
遺
骨
の
返
還
と
再
埋
葬
に
対
す
る
政
府
の
見

解
と
併
せ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

百
按
司
墓
の
他
に
、
金
関
氏
に
よ
っ
て
沖
縄
県
内
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
琉
球
人
遺
骨
が
京
都
大
学
総
合
博
物
館
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
政
府
と
し
て
把
握
し
て
い
る
か
。
把
握
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
当
該
琉
球
人
遺
骨
に
つ
い
て

政
府
の
知
る
と
こ
ろ
を
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
い
。

四

私
が
昨
年
九
月
十
五
日
付
で
受
領
し
た
京
都
大
学
の
回
答
に
よ
る
と
、
同
大
学
総
合
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
琉
球
人

遺
骨
は
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
直
方
体
の
箱
」
に
収
納
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
サ
イ
ズ
等
に
つ
い
て
政
府
の
承
知
し
て

三



い
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
か
か
る
保
管
方
法
は
、
ご
遺
骨
と
ご
遺
族
の
尊
厳
を
深
く
傷
つ
け
る
も
の
で

あ
り
、
不
適
切
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


